
兵庫県におけるケアプランデータ連携システム
の普及促進に係る取組について

兵庫県福祉部高齢政策課

2024年12月4日(水)

介護現場が変わる!『地域が取り組むケアプランデータ連携のいま』
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１．事業設計の考え方について

モデル地域で導入促進

５.４％ ４.５％

兵庫県 全 国

モデル地域の成果を県内に横展開

システム導入率（令和６年４月末現在)

(524／9,746事業所) (10,146／223,958事業所)

周りが導入していない、法人本部の理解がない等の課題・・・

◆導入を具体的に考えてみる

◆導入効果を実感する

※国保中央会よりデータ提供※国保中央会よりデータ提供
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（１）モデル地域：姫路市

人 口：523,475人(令和６年９月末現在)

第１号被保険者数：144,195人(令和６年８月末現在)

システム導入率 ：４.１％（39/957事業所）

（２）委託先：兵庫県介護支援専門員協会

県下唯一の介護支援専門員を総括する団体で、
県内各地の居宅介護支援事業所等の状況を把握
している同団体に委託して実施。

Sample
Sample
Sample

２．モデル地域等の選定経緯について

（３）モデル地域選定の経緯

姫路市内全域に居宅介護支援事業所・介護
サービス事業所を展開する法人から事業協力の
申し出があったため、委託先とも協議の上、姫
路市をモデル地域に選定。

※システム導入率は令和６年４月末現在（国保中央会よりデータ提供）
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② システム導入による効果測定・調査の実施（10月～１月）

３．取組内容について

① システム導入促進を図る説明会の開催（８月～９月）

③ 好事例の横展開を図るシンポジウムの開催（２月～３月）

モデル地域内の事業所を対象に開催

→システムの周知と調査への協力依頼

負担軽減等の効果測定のための調査を実施

→特に効果が高い好事例を収集

県内全域の事業所を対象に開催(予定)

→調査結果や導入好事例の周知を図る

実施済

実施中

実施予定
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（１）概要

開催日時：令和６年９月12日(木) 13:30～16:00

対 象：居宅介護支援事業所、サービス支援事業所

参加者数：124名（延期前申込数：144名）

開催方法：オンライン開催

内 容：システム導入に係る説明会

導入効果測定調査への協力依頼

（２）開催後のアンケートより

〇システムの導入状況及び導入の意向

Sample
Sample
Sample

３－① システム導入促進を図る説明会の開催

※当初は、8/31に姫路市内において参集形式で開催予定

台風の接近により延期＆開催方法変更を余儀なくされた

回答 割合

導入している 10.7%

説明会に参加して導入したいと思った 77.3%

導入するつもりはない 12.0%

説明会開催が導入意欲向上に一定の効果あり
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（１）概要

システム導入前の１か月間とシステム導入後の１
か月間について、それぞれ調査票を回答いただくこ
とで、システム導入によりどの程度の業務改善が図
られたかを測る。

（２）調査項目（例：居宅介護支援事業所用）

Sample
Sample
Sample

３－② システム導入による効果測定・調査の実施

文書量削減
・提供票の提出方法
・居宅介護支援計画等の報告方法
・提供票の保管方法 等

業務負担軽減
・業務手順に対する満足度
・業務負担軽減効果
・システム利用に対する所感 等

時間・費用削減

・職員数、事務所数、
取引事業所数、利用者数 等

→かんたんシミュレーションツール
で削減量の目安を算出

現在、調査・集計中
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３－③ 好事例の横展開を図るシンポジウムの開催

開催予定：令和７年２月～３月頃

対 象：居宅介護支援事業所、介護サービス事業所（県内全域）

内 容：効果測定調査の結果報告

令和７年度以降は、今回の成果（効果測定調査・好事例収集）を

県内に広く横展開していく。

システム導入による好事例の周知
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４ 現時点でのシステム導入状況（モデル地域：姫路市）

957事業所中39事業所

（令和６年４月末現在）

４.１％

施策前 施策後

７.７％

957事業所中74事業所

（令和６年11月22日現在）

事業途中ではあるが、システムの導入促進に一定の効果あり

※国保中央会よりデータ提供 ※国保中央会よりデータ提供
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５ 現時点での気づき

事業所の経営者・管理者の意向が導入に大きな影響を与える

9/12開催 システム導入説明会アンケートより

〇導入予定時期について

回答 割合

今年度 31.0％

来年度 7.0％

未定・検討中・その他 31.0％

会社の意向次第 31.0％

〇導入を躊躇する理由について

介護ソフトがシステムに対応していない

普及率が低く、導入するメリットが小さい

機能やメリットがわからない

操作習得に時間が必要

ライセンス費用が高い

※アンケート回答内容を整理統合 ※アンケート回答内容を整理統合

導入率の向上により、導入が加速度的に進む可能性がある

普及啓発に一歩を踏み出してくれる協力者が必要
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